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◇ Hello? もしもし。

※ hello:{電話をかけたり、応答した時の挨拶} もしもし

◇ Hi, Kaito.  This is Meg. こんにちは、かいと。 （こちらは）メグです。

※ this is ～: {電話で名乗る} (こちらは)～です

◇ Oh!  Hi, Meg.  What's up? ああ、こんにちは、メグ。 どうしましたか。

※ up: {出来事が} 起きている; 上へ、上に
※ What‘s up?: 何が起きているのか;

{打ち解けた挨拶} どう?、元気?

◇ The Midori Music Festival will be held this 
weekend. みどり音楽祭がこの週末に開催されます。

※ 助動詞つき受け身 ＜ 助動詞 + be + 動詞の過去分詞＞
受け身を作るbe動詞は、助動詞の後ろなので原形 be となる

◇ I want to go on Saturday. 私は土曜日に行きたいです。

◆ Do you want to go with me? あなたは私と行きたいですか。
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◆ I'd like to, but I can't. 私はそうしたいのですが、そうできません。

※ would like ～: ～を望むのですが wantの丁寧な言い方
※ would: 依頼、申し出、願望を丁寧に伝える時に使う
※ I'd: I would の短縮形

◇ I have to go to the dentist. 私は歯医者に行かなければなりません。

※ have to ＜ have to + 動詞の原形＞ /hæftu/
{義務*} ～しなければならない * 客観的な必要性

※ 主語が三単現なら ＜ has to ＋ 動詞の原形＞ /hæstu/

◇ Oh.  That's too bad. ああ。それは残念です。

※ too bad: 悪いことが起きて気の毒に思うと伝える;
悪いことが起きても気にしてないと伝える
*文脈と言い方による
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